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Summary

Thespectrophotometricdeterminationofmala･

thionwithbismuthnitratehasbeeninvestigated

andcomparedwiththecolorimetricmethodwith

cuppersulfate recognized tobe anofficial

methodinJapan.

Theanalyticalprocedureisasfollows;about

0.5mgofmalathioninlOmlofethylalcoholis

decomposedby2mlofド/2ethanolicpotassium

hydroxideat20-25oCina300mlflaskwitha

JOInCap.Afterdecompositionfor2minutes.50ml

oEdistilledwater.lmlof2% bismuthnitratein

2.8N nitricacidsolutionand25mlofcarbon

tetrachlorideare added,and themixtureis

shakenvlgOrOuSlyfor20seconds.Aftercarbon

tetrachlorideisseparated.thefLaskwithjointcap

isturned,andthesolventlayeristransfered

intoacell(lcmthickness)throughtheexitof

thecap. Absorbanceismeasuredat327.5m〃

withinlOminutesatlesst】lan150CbyapllOtO･

electriccolorimeteragainstcarbontetrachloride.

Atthesametime,theabsorbancecorresponding

tofree,0,0-dimethyldithiopbosphoricacidcon･

tainedinsamplesolutionismeasured.Correction

ismadefrom theabsorbanceoftotal0,0-di一

methyldithiophosphoricacidbysubtractingthe

absorbamceoffreeacid. Theamountofmala･

thionwascalculatedfrom acalibrationcurve

obtainedbythesameprocedure.

Methylalcoholisalsoapplicableasasolvent,

byfollowingthesameprocedureasintheCase

ofethylalcoholafterdecompositionofmalatllion

byN/2methanolicpotassiumhydroxideat45oC
for7minutes.

Therecoveriesandcoefficientsofvariances

werecomparedbetweenbismuthnitratemethod

andtheofficialoneforanalysisofmalathion

emulsifiableconcentratesanddusts.

Thus,therecoveryandtheprecisionofthe

proposedmethodarecoincidedwiththeseofthe

officialone.Furthermore.theprocedureiseasy

tocarryout.becauseBi-0,0-dimethyldithio･

phosphateismorestablethancuppercomplex.

Therefore,thismethod is recommended for

analysisofformulatedmalathionproducts,
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5. チャバネゴキブリの雌雄の B-1946にたいする感受性の相違,とくに個体別記掛こもと

づ く薬量一致死率回帰直線の算定について 殺虫剤の生物試験に関する研完 節49報 長沢純夫･

柴三千代 (イハラ良薬研究所)40.1.23受現

個体別に投･li兆銃をかえてその生死をai3録する方法によって,チャバネゴキプ')の噸雄のB-1946

に対する感受性の相違を比較した. B-1946のチャパネゴキプt)に対するLDBOは, 雌0･10375/Lg/

mg,堆 0.06340FLg/mgで,矧 ま雌にくらべて1.64倍感受性であった.同じ火験ru録を体重を考hir

せず1個体あたりの薬丑によって舛計し, それから許定されたLD.o(FLg/roach)杏,用いた個体の
平均体誼で割った結果は,雌 0･11146FLg/mg,堆0･06400〝g/mgとなり,雄の感受性は確より1.74

Ltf訪い舶来をしめした. この僅かの差は体重を考慮しない 1個体あたりの共立にもとづいて如計し

たための相成の低下によるものと考えられる.
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Blissl)がのべた個体別記録にもとづ く.難択一致死

畔回帰沿線の評定方法を通IT]して.二代者ら8)はさきに

carbarylにたいするチャパネゴヰプ.)の雌蛾の!.B受

性を比較した.もともとこのMTU.1'はは.拭験を終っ

てはじめてその投与邦銃をIlI柵にしろことのできる企
招剤の.サンドウィッチ班のような.試験比によって.

えられた純米を才即lける切合に通した評価の手段であ
ち.一万個体別にある相成の大きさの榊迎があり,ま

た一時に大虫の個体が眺試できない場合は,あらかじ

め種々の段階に投与共立をかえて,個々にその感受性

を記録し,結果的にはさきにしるした方法によるそれ

と同様の実験記録を用意してこれを袋計するならば,

計罪の煩雑さが多少はともなうとしてもより捕皮の高

い有効度の評価が可価である.本掛こおいては,同一

光跡こ屈するチャバネゴキプ])の和雄の B-1946にた

いする感受性を.桐休別に記録した紙卿 こもとづいて

班話｢比較した場合と,従来の方仏にしたがってtJヒ試個

体はほぼ同一の大きさをもつものとかんがえ,投与柴

虫ごとに災計して比較した場合とを考究する.

本文にはいるにさきだち,供試昆虫の飼抑 こ御尽力

いただいた伏見主子娘に謝意を衣する次邦である.

実験材料および方法

tlも試昆山:この火映に供試したチャバネゴキプ.)は

当所において火映用小型動物を飼ffするための,固型

飼料と水によって数年来期℃飼育をつづけて今日にい

たる系統で,火映には成虫になって24時間以内のm体

をもちいた.

鵬試-#刑 :この火映にもちいた Bl1946のコードナ

ンバーを有する難物は,イハラ投薬研死所において合

成された 0,0-dimethylortho･nitrobenzyldithio･

phosphateと 0,0-dimethylpara･nitrobenzyl

dithiophosphateの混合物でつぎの椛造式をもってし

めされ有効成分82.6%を表示するresearchgradeの

誠料である.

芸 .o)喜一S-cH2-く≡ デ 02

火映方法 :眺試托山を以概ガスで雌く麻酔し,これ

が不動状頂にあ訓iJに.まづtEiホ式天秤をもちいてそ

の体EiをmTJ払 その後に,アセトンで 0.625.0.875,

1.25,1.75,2･5.3･5,5,7,10FLg/mm3の氾皮に稀

釈した薬牧 1mm3をその腹部股面に micropipetを

もちいて滴下した.薬液の処理を終った個体は,直径

9cm,高さ7cmのガラス容器に別々にいれ,網蓋をか

ぶせた後,その上から脱脂綿にひたした稀釈牛乳を餌

にしてあたえた.24時間後にこれらの生(-),死(+)を記

録した.この実験は1964年10月16日から11月4日にい

たる期間に.H,1碇25oC.凹係uFB:70,%の環境先日'･下
で,おこなった.

共験結果と考摂

桐脚 耶こ;!Lは哀した火映純粋で,その椛120仰鵬 につ
いてえられた故地をしめすと,郡1出のごとくである.
これは維爪あたりの処理共立 (FLg/mg)の対放なとり
その小さいものから噸次ならべて,それぞれの兆rFitに

おける生三(-),死川をかきいれたものである.ここでし

めしたように,この体重に正比例した英星を,そのまま

投与英虫として以後の考察をすすめることの妥当性に

ついては,さきにBliss2}),長沢らl)がおこなったよ

うな方法によって,検討をこころみておく必要があろ

う. しかしここでは, ひとまづBliss2･3)のいうsize

factorA--1であると考えて,従来からひろく用い

Table1. Responseof120maleadultsofthe

Germancockroache,Dtateltagermanl'caL.,to
B-1946treatedtopicallylnaCetOneSOlution.

Dosagesin/EgpermgOfbodyweighthave
beenchangedtologarithmsandarrangedin
ascendingorder.Theempiricalsub･letllal,
intermediateandlethalzonesareseparated

byhorizontallines.
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Table2. Calculationofthedosage･mortality
curvefromthedatainTable1,Showingori･
glnalarrangementinsetsof10,theircombi･
nationintooverlappingdoublegroupsforde･
terminingtheprovisionalcurveandthecaL
culationofthefirstandsecondcomputedap･
proximationsfromtheinitialgroupsoflO･

Sumof No.
log･ dead

Provisionalcurve

Mean PercentEmpirical
doses Total log･dose kill probit

-18.700 0/10

-17.914 0′/10

-16.808 2/10
-15.163 4/10
-14.527 2/10

-13.780 1/10

-13.136 2/10
-12.507 5/10

-ll.517 6/10

-10.569 7/10

- 8.100 8/10

-1.831

-1.736
-1.599

-1.485

-1.415

-1.346

-1.282
-1.201

-1.104
-0.933

-0.753

0
0

0

0
0

0

0
0

0

0

0

0

0
0

0

5

5
5

5

5
5

0

1

3
3

1

1
3

5
6

7

9

2
8

8

6

6

1

3

9

7

8

7
4

4

9

9

6

1

3

6

2

3

4

4

3

3

4

5

5

5

6

- 6.958 10/10

Firstcomputedapproximation

loTda.nse E芸foebCftedCo,rrr.ebCittedweight
x Y y w

-1.870

-1.791
-1.681

-1.516

-1.453

-1.378

-1.314
-1.251

-1.152

-1.057

-0.810
｣0.696

2
4
5

1

9

0

8
6

4
0

9

1

0

2
5
0

1

4

5
7

0

3
9

3

3

3
3

4

4

4

4
4

5

5

5
6

2.596 1.36 -2.54320

2.777 1.91 -3.42081
4.463 2.86 -4.80766

4.988 4.42 -6.70072
-7.26500

-7.68924

-7.84458

-7.79373

-7.32672
-6.51112

-3.58020

-2.31768

4.160 5.00

3.877 5.58

4.204 5.97

5.006 6.23
5.250 6.36

5.515 6.16

5.831 4.42
6.872 3.33

Second computedapproximation

E諾.ebCEtedCo,rrr.ebCftedw eigh t
y J' W WX Wy

3.08 2.645 1.50 -2.80500 3.96750
3.31 2.834 2.11 -3.77901 5.97974

3.63 4.368 3.12 -5.24472 13.62816

4.10 4.911 4.71 -7.14036 23.13081
4.28 4.165 5.26 -7.64278 21.90790

4.50 3.908 5.81 -8.00618 22.70548

4.68 4.219 6.13 -8.05482 25.86247
4.86 5.001 6.32 -7.90632 31.60632

5.15 5.253 6.31 -7.26912 33.14643

5.42 5.522 5.97 -6.31029 32.96634
6.13 5.792 3.94 -3.19140 22.82048

6.46 6.985 2.82 -1.96272 19.69770

られている,なんらの祁正をくわえない体重あたりの

薬丘をそのまま考察の対象とし,また薬袋の対数に対

して反応率は正規に分布するという一般法則をたより

に,かく対数ql位で表示したものである.ところで節

1表について,低浪皮の万から迫って行って最初の致

死個体がみられるまでの28個体が,sublethal2:One

に入る個体で,最後の生存個体のみられた後の11個体

がlethalzoneで,その中間の81個体がintermediate

zoneに入るものであるが, このintermediatezone

における生存個体と致死個体の割合は,次掛こ生存個

体より致死個体が多くなっている.

体或あたりの投与薬虫から中央致死薬墓の算出 :と

ころで節1-ilにしめしたような火験結果をまとめるた

めには.まづこれを適当な数をもって梯災し,その平
均処理典虫にたいする致死率をもとめて両者のBg係を

しめす予揃回帰出線を放抑 こ計界する方法にしたがう

のが貿明である.言惜 拙作の説明のために.噸次10個

体づつ効柴した場合をここにとりあげることとする.

節2表の節1,2欄が境初から10個体づつ放出して,
都合12段階の合計処理薬量においてえられた皮LE;個体

数である. 節1,2欄の数値をそれぞれ噸次にふたつ

づつくわえて,その平均値および致死率をもとめ,そ

の致死率に対応するプロビットを表からもとめてかき

いれたのが,それぞれ邦3,4,5欄の欽他である. こ

の関係を図上にもとめたのが節1図の白丸である.こ

の白丸を満足するようにひかれた第1図の破線が予鵬

回帰線で,この両EI'uLの任意の2座標のしめす縦帆 岨

軸の数値から,予鵬回帰方程式 Y-8.26+2.8Xをえ
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Table3. Constantscomputedfromthedata

onmale(Table2)andfemale.

Male Female

Constants First
approxi･
mation

Second Second
approxi･ approxi･
nation nation

I(W) 53.60

I(wx) -67.80066
元 一 1.2649377

I(wy) 258.38387
夕 4.8205946

lwx2] 4.404066

〔wxy] 12.653020
∂ 2.87303

〔wy2]

x2
〝

54.00

-69.31272

- 1.2835689

257.41933

4.7670246

4.294470

12.443838

2.89764

46.51892

10.4611

7

70.16

-68.01025

-0.9693593

353.57164

5.0395046

4.796861

12.259593

2.55575

43.18992

ll.8574

ll

る.このXに節1欄の処理共益の平均値, すなわち

節6欄の数値を代入して期待 プロビットYをもとめ
る.第7欄の数値がそれで,以下常法により祁正プロ

tfットy(那8欄)およびBiみ W(邦9欄)をもとめ

x.yおよび Wの3者から節3袈邦2欄にしめすよう
な,邦1回EIの祁正された非虫一致死率回付tEi緑の方
程式を計許する.その結果はつぎのごとくである.

Y-4.8205946+2.87303(X+1.2649377)

-8.4548+2.873X

この節1回の計界の結果が.図上でもとめた予僻回帰

線とそれほどちがっていない場合は,普通これ以上の

祁正針許はおこなわない.さらに祁正計界をおこなう

場合は,邦2波節6欄の教他を上の式に代入して,節
11欄にしめした Yをもとめ, あらたにこれを脚Sプ

ロビットとし七y,Wを界起し,郡2=&那11-15欄,
郡3表耶3欄にしめすように同様の計罪を くりかえ

す.その&1.=卿も

Y-4.7670246+2.89764(X+1.2835689)

=8.4863+2.898X

の方程式がえられた.そしてまたこれをもととしてな

された那3回目の祁正計許の結果はその評紗ましめさ

ないが

y-4.7693709+2.89688(〟+1.2828683)

=8.4857+2.897方

の方程式がえられ,さきのそれとほとんどちがってい

ない.

こうしてもとめられた理論他と実験値との適合性の

検起については,Blissr)はその自由度のとり方を多少

変u!しただけで, 常法のx2試験によってなされるこ

とをのべている.すなわち0%または100%の致死率

のえられたgroupは,期待 プロビットから逆算して

眺満仲J体数の10,%が反応するところまでくわえて,こ

れをイJ効niau放1にかぞえるよう提案している.第2

何日の封印でえられた耶3表の第3欄の x2-19.461

についてのべるならば,この最初の致死率0%の

groupのJglfSプtlti'ットは Y-3.08で, これに対応

する粒托胴体故は 10(0.028)-0.28で10%をこえて

いない.つざのgroupの181fSプt]ビットY-3.31に

対応する粒夕帥淋 故は 10(0.045)-0.45で, これも

10%をこえていない.紙mこの切合0,%のえられた
groupは,布効観測数としてかぞえることはできない

と結諭される.つぎに致死率100%のえられたgroup

のそれについて考えてみると,この場合の川f!iプロビ

ットは Y-6.46で, これに対応するLL'liAIJ休数は
10(0.072)-0.72で,これもまた有効観gu放とかぞえる

ことができない.結局0,%および100,%の致死率のえ

られた groupは全部除外した9つのgr6upをイi効観

川数として.このN=9から2をひいた7を自由度n

として x2の†瓜のイJ瓜性を検出すればよい.Pr-0･05

のときの白山FB:7のx2の肌は14.067で,木火映でえ

られた肌はこれよりも小さく,槻8uf爪とFl愉肌は一致
しているということが可伐である.

つぎにlog･doseXのえられるプtlビットYのva･
rianceは

V(Y)-I/(a)+(X-3r)ZV(a)

-0.01852+(X+1.2835689)2×0.23286

の式からもとめられる.そして 土1.96t/V(Y)~を請r

罪することによって.阿仰lf線の上下のL.一柳 限非がえ
られる.那1回の点純なもってつらねた相対するふた
つの曲線がそれである.

つぎに logLD…は

S-器 -:;T2.914358-0･3451
とさきにもとめた節3炎の方,夕とから

X-x-+S(5-メ)

の式によりもとめると -1.2032となる.このlog

LD6.の averagevarianceは,つぎの式によっても

とめられる.

V(logLD8｡)-S2(sJl56-,y;]i･-I(lwl-)
=0.002385

-土0.0488

ゆえに logLDo0--1.2031土0.0488とかくことがで

きる.あるいはイJ.B水郷0.05において中央致死薬

包の対数は, -1.2031+1.96(0.0488)--1.1075と

-1.2031-I.96(0.0488)ニー1.2988 の間にあるとも

いいえられる.実数単位になおすと中央致死薬歪は

0.0626FLg/mgで, その誤差限界は 0･0781-0･0503

〝g/mgとなる.
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上述の計算は数集した実験成机にもとづいておこな

ったものであるから,その結果は頼集をおこなわず,

個々に計算したものより多少その他はことなるであろ

う.個々の関係を図上に点綴してこれについて計許し

た.薬量-致死率回帰直線の方程式は,

Y=5.0379312+2.99546(X+I.0653090)

=8.2290+2.995X

となり,x2試験の結果は自由度n-41において0･692

であった. そ してこれからもとめたlogLD50は

-1.0780上0.0693である.個々の関係からもとめた薬

虫一致死率回帰旧線の方程式と,さきに10個体づつ規

兆した結果から算定したそれとは,わづかに相迩して

いる.

雌雄感受性の比校:同様の方法で雌140個体につい

て節2回目まで祁正計辞をおこなった結卿 '>,節2表

第3欄の数値で,その共益一致死率回付田線の方程式

は

Y=7.5169+2.556X･

となった.これとさきの雌についてえられた回帰線と

の平行性に凶する が試験をおこなうと か2-0･265<

3.841(～-1)となり,雌雄南回帰線は抽出誤差の把田

内で-Y･行朋係にあると考えてさしつかえない･そこで

兆池のItl係数bb.-2.71725をもちいて曜雄両者の回相

方G!式を計許しなおすと

雌 Y-7.6735+2.717X

堆Y==8.2548+2.717X
となり,それぞれの logLDBOは -0.98399および

-1.19794で,突放t11位になおすと0.10375FLg/mgお
よび 0.06340FLg/mgとなる. 両者の比をもとめると

0.10375/0.06340-1.6365となり,同一の致死率のえ

られる薬虫によって比較すると,雄は雌よりもB-1946

に対して1.64倍感受性であるということができる.

1個体あたりの投与薬畳から算定した中央致死兆

虫 :つぎにひろく一般におこなわれている方法,すな

わち今回の火映におけるような,供試個体の体重の相

迎をP,'臆せず,1個体あたりの投与薬塁をもととして

典故一致死率の関係をもとめる方法によって,同一の

実験結果を盤ZIDiL,さきの結果と比較してみよう.そ

うした考えのもとにまとめたのが節4誠の数他で,

常法によってこれを計許した結粒が邦5袈邦1-5欄

の数値である.この尖験にもちいた雌140匹.堆120

匹の平均体重は,邦5誠邦6欄にしめすようにそれぞ
れ 73.4,49.2mgで,これから体重あたりの中央致死

薬量は, それぞれ0.1136および0.0625FLg/mgとな

る.さきの体重あたりの投与薬量から計算したそれと

かなり一致し,また薬量一致死率回帰宙緑の角係数も

相似している.より妥当な雌雄の感受性の比校をおこ

なうために,まづ雌雄両回帰直線の平行性に幽するx2
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Table4･ Dosage(〃g/roach)-motality(%)
dataoftheGermancockroach.BtateLlager･
manllcaL.,forB-1946whichweregrouped
bythedosagesappliedwithouttheconsidera-

tionaboutthebodyweight.

Female Male

pPdOr% ehrou% smp.eLaeiTI rouTaLdeSmP.eLal-i;;

0

0

0

8

0

2

9

5

9

0
.
0
.
50
.
は

28.
46

郎

87

鮒

一

10

16

12

16

25

13

9

8

11

一

0

3

5

3

7

0

7

=

l
d

8.
23.
33
.
弧

60.
6

一

一

一
6

24

17

12

12

15

54

5

5

2

2

5

5

6

8

2

7

5

5

0

0

1

1

2

3

5

7

0

4

1

1

Table5. Resultofcalculationbasedonthe
datashowninTable4.

Regressioncoefficient,a

Logmedianlethaldose

Medianlethaldose
(〝g/roach)

Resultofx2-test
Degreesoffreedom,〟

Meanbodyweight(mg)

Medianlethaldose
(〝g/mg)

2.19883 2.894343

0.9209491 0.4877845

8.3358 3.0746

4.2733 13.4500

4 5

73.4 49.2

0.1136 0.0625

試験をおこなうと,zb2-0.650<3.841(～-1)となり

両者は平行関係にあると考えることが可能である.そ

こで共池の角係数 bc-2.51312をもちいて雌雄それ

ぞれの回帰方程式を再計許し.その logLD50をもと

めると雌 0.91281,堆0.49813となり,中央致死兆iii

ほそれぞれ 8.1810および 3･1418/̀g/roachとなる･

これを第5表第6欄にしめした雌雄それぞれの平均体

重で割ると,雌0.11146,雄0･06400pg/mgとなりそ

の比1.74となり,同一の致死率のえられる非虫によっ

て比佼すると,雄は雌よりもB-1946にたいし1.74倍

の感受性をもっていると結論できる.そしてこれはさ

きの体重あたりの投与薬虫から計許した1.64とかなり

近い敷地をしめしている.節5誠にみるように,雄に

おける天険他と計罪旭との相違は,x2試験の船架はイJ

志であることがしめされているが.体盃の要因を巧臆

にいれないために,それだけ算定のfJ'jJRが姐少したも

のと考えられよう.
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Table6. Effectofgrouplnguponestimatesofthedosage･mortalitycurveandthemedian

lethaldosecomputedfromthedataofTable1.

Numberof
individualsin Methodofgrouplng
basicgroup

l Ungrouped

5 Allgroupedequal

lO Allgroupedeqllal

15 Allgroupedequal

15 Firstalternative

15 Secondalternative

3-24 Irregular

Dosage･mortalitycurve

tz' b

9

2

6

1

5

0

8

2

4

8

0

8

4

4

2

5

4

.d1
3

4

5

8

8

8

8

8

8

8

頬城の膨叩 :つぎに塀鎚の間隔,方法をいくつかか
えて同様の封印をおこない,類災の相迎による彬甥を
検討してみよう.まづ矧..lJR削こ桝処した場合をさらに

こまかく5つづつに区切った場合と,大きく15胴体づ

つにまとめたものにわけた場合を考えた.15胴維づつ

獄災して作図した結果がかなりよい線にのっていたか
ら,さらにこの方法を放初の8胴体をきりとって,そ

のつぎから15個体づつ獄災し,最後に7偶作のこす方
法と,最初7胴体とりそのつぎから15胴体づつ規災し

て放後に8m体のこす方法の2通りをとった.そして

もうひとつ処珊薬i,Titを大体ひとしくとって類災して行

く方法をとった. この場合は当然最初の groupは多

数の胴体からなり.次取 こ小数胴体にうつつていくこ

とは勿論である.計許の結果をしめすと節6表のごと

くである.いづれも邦2匝は での祁正計井の結未であ

ち.潮恥のIn]臥 方法をかえた形弓削ま.ほとんどこの
場合あらわれず,いづれのTLI'tもほぼF･]位の結架をしめ

している.Blissl)は計許された constantsのなかで
bが,一節獄LJiの方法をかえた場合,変動することな
しるしているが,諏者らの実験結果を上述の姫川で梯

災した姫川においてはいづれも大きな芸界を見ilけ こ

とはできなかった.

摘 要

1. 体盃あたりの処珊我流を和々かえて,その姓死

を桐朋 Tlに記録した約米から.非広一致死糾 Il緑を節
光する方法によって.チャバネゴキプ.)にたいする

B-1946のiLi性を評価した.

2. B-1946のチ1.バネj'キプ')にたいするLD50は

雌 0.10375FLg/mg,椛 0･06340/Lg/mgで,同一の致

死率のえられる薬袋によって比較すると,雄は雌より

もB-1946にたいして1.64倍悠受任である.

3. 体重を考慮せず1個体あたりの薬量にもとづい

て,同一の試験成紋を集計し,そのLD50を算定した

純米は雌8.1810/Jg/roach,雄3.1418FLg/roachで,

Log-LD80 LD80

2.30j=0.79 -1.078j=0.069 0.0836

2.94土 0.48 -1.204士0,048 0.0626

2.90土 0.48 -1.203土0.049 0.0626

3

2

8

8

ウ小
2

土 0.47 -1.200土 0.064 0.0631

土 0.47 -1.201土 0.052 0.0630

2.87土 0.47 -1.200士0.049 0.0630

土 0.48 -1.205土 0.048 0.0624

試験にもちいた雌雄それぞれの･lJ･均L七_lTtから体茄あ
たりのLD60をもとめると, 雌0.11146/Lg/mg.眺
0･06400/Lg/mgとなり,LJEの卿こたいすyJ感受性の比

料 ま1.74LiT･となった.このわづかのE三は,体mな巧は
しない1m休あた()の弟等Iitから打出したためのff.1'皮の

低下によるものと考えられる.

4. 拭敗F戊机を粒BBするに際して,狭班のlu晩 方

はをいくつかかえて.非f;卜致死率回帰層線の諮qlの

教LLLlをlar許した紙料ま,いづれにおいてもほぼひとし

い他がえられた.

文 献

1) Bliss,C.I.Quayt.I.Pharm.PhLrrmaCOl.

11,192-216(1938).

2) Bliss,C.I.I.Exbtt:BloL.13,95-110(1936).
3) Bliss,C.I.Lecturenote165pp.(1961).

4) 長沢純夫 ･浅野昌司･近藤和信.応動昆7,300

-.6(1963).

5) 長沢純夫 ･柴三千代.筏生動物 (印刷中)

Summary

Usingamicropipet,onemm3 ofB-1946dis･

solvedinacetoneatagivendosagewasapplied

topicallyontheγentralsideofabdomenofthe

Germancockroach.After24hours.thedeadM

orsurvivalH wasrecordedindividually,andthe

datawereanalysedbytheprobitmethodde･

scribedbyBliss.TheLD80'sofB-1946forfemale

andmaleroacheswhichweredeterminedfrom

thedosage (〃g/mg)-mortalitycurveswere

0.10375andO･06340FLg/mgrespectively,sothat

malewasca1.64timesmoresusceptibletoB-

1946thanfemale. TheLD50'sdeterminedfrom

thedosage(/Lg/roach)-mortalityrelationsofthe

samerecordswere8･1810and3･1418/Jg′/roachfor
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femaleandmalerespectively.Thesevaluescould

beexpressedintheunitof〝g′/mgas0.11146
and0.06400forfemaleandmaleastheaverage

bodyweightsoffemalesandmalesusedforthe

presentexperimentwere73.4and49.2mgre-

spectively. Inthiscase,sothat,malewasca

1.74timesmoresusceptibletoB-1946thanfe･

male.Thisslightdifferencebetweentwovalues

determinedfrom thedosage(〃g′′mg)-mortality

anddosage(〃g/roach)-mortalitydataisseemed

tobeduetothatthebodyweightwasleftout

ofconsideration. TheeffectofgrouplngWas

examinedbycomputingthesamedatainseven

differentarrangements. Everyconstantswere

almostthesameamongsixdifferentgrouplngS

althoughallresultsweresomewhatdifferent

fromtheresultcomputedfrom theungrouped

data.

ToxicityofB-1946totheCommonEot18eF)yE▼aluatCdbytheImpregnatedFilterPaper

Method.StudiesontheBiologicalAssayofInsecticides.L. SumioNAGASAWAandMichiyo

SIIIBA(IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Shimizu,ShizuokaPref.)ReceivedJam.23,1965･

BoLyu･Kagaku,30,30,1965(withEnglishSummary,33)

6. 折紙法による B-1946のイエバエに対する蕃性の評価 恕虫剤の生物試験に朗する研雅

邦50は 長沢純夫 ･柴三千代 (イハラ凸来研死所)40.1.23受理

イエバェに対するB-1946の詔性を,アセトンにとかした場合と,これにゴマ油を加用した勘合と

にわけて.折紙法により評価比較した. プロビットに変換した致死率と, 盗布薬立および曝磁時Iu
の対数の3者からなるプロビット平面はたたまれて,1本の屯緑と考えらることができた.Finney

の方法によりこれを耶析した紙果,この実験の聴田内ではゴマ油をアセトンに加用すると,B-1946

のiu性は若干低下すること, および致死を決定する要囚として塗布薬虫, 曝践時間ともほほ同等の

式変性を有することを知りえた.

さきに筆者らは,malathionのイエバェに対するiii

性を,塔妹にアセトンを̀もちいた場合と,このアセト

ンにゴマ油を加用した場合とにわけて,51'紙法により

夫映し,えられた結果をプロビット平面に描いてこれ

を解析評帖した.これと全く同じ失敗副面と方法によ

って,今回 B-1946のイエバェに対する詔性を罪定し

た.しかし本失敗の場合,描かれたプロピット平面は

たたまれて1本の直線と考えることができ,より筒qi

な形において比較することができた.その結果をここ

に糾'hする.本文にはいるに先立ち,供試昆虫の飼育

に御仏)Jいただいた伏見主手放に謝意を表する.

実験材料および方法

供試昆山:この火映にもちいたイエバェMusca

domesh'cauEcl'naMacq.は,豆腐拍増益により幼虫

親を,砂地と水をあたえて成虫糊を飼育した,いわゆ

る高槻系と称される毅代飼育系統の,羽化後4-5El

目の雌胴体である.

供試典剤 :B-1946のコードナンバーを有する薬物

は, イハラ投薬研死所で合成された 0,0-dimethyl

ortho･nitrobenzyldithiophosphateと0,0-dimethyl

para･nitrobenzyldithiophosphateの出合物で,和
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効成分82.6,%を表示するresearchgradeの試料であ

る.これをアセトンおよびゴマ油を10%加川したアセ

トンで3･5,5･0.7.0および10･OFEg/mmSの氾皮に稀
釈し供試薬紋とした.

突放方法 :稀釈典故 1ccを,両群63.59cm2の円

形折紙 (東洋折紙 No.2)に一様に滴下し,乾くのを

まってこれを-B径 9cmのペト')皿中に導入,その中

の約40匹の イエバェに160,200および252分間接触

させた.処理後これらを垣径 9cm,高さ5cmのガラ

ス容掛 こ移し,網蓋をかぶせてその上から桝として水

で等虫稀釈した牛乳を脱脂綿にひたしてあたえた.生

死の記録は薬剤を塗布した折紙面の曝桜をとり去った

ときからかぞえて,24時間後におこなった.別に対P.(i

区として,溶媒のみをそれぞれ1cc滴下したものにつ

いて,同様の火映をおこなった.実験佃背ともに25oC
Lu係鮎度70%の環硫条件下でなされた.

実験結果と考察

火敗の結氷をしめすと節1衣の邦1-3および6-

8欄のごとくである.なお浴媒のみの処伽をおこなっ

た対舵区における奨死率は0%であった.ところで

このような実験計画にしたがっておこなわれた試験の


